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銀
山
平
へ
集
合
！ 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
放
流
事
業 

開
催 

平
成
二
十
一
年 

十
月
十
八
日(

日) 

北
ノ
岐
川 

開
高
記
念
碑
前
に
三
十
八
名
集
合 

 

 

晴
天
の
朝
９
時
、
幼
児
小

学
生
を
含
む
老
若
男
女
総

勢
三
十
八
名
が
開
高
健
記

念
碑
前
に
集
合
し
た
。
気
持

ち
の
良
い
顔
々
が
集
ま
っ

た
。 

 

紅
葉
の
北
ノ
岐
林
道
は

ホ
オ
の
落
葉
に
覆
わ
れ
、
地

道
の
感
触
が
靴
裏
に
心
地

良
い
。 

 

カ
エ
デ
、
山
ブ
ド
ウ
、
ウ

ル
シ
は
紅
く
、
ブ
ナ
は
頭
上

で
黄
色
に
透
け
て
輝
き
、
道

端
の
ス
ス
キ
は
白
く
光
っ

て
い
た
。 

 

さ
ら
に
沢
マ
ユ
ミ
の
実

は
真
紅
に
、
沢
フ
タ
ギ
の
実

は
瑠
璃
色
の
光
沢
を
放
っ

て
い
た
。 

奥
只
見
の
植
物
・
動
物
・
景

観
の
こ
と
な
ど
、
要
点
を
得
た

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
、

の
ん
び
り
歩
い
て
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト(

宮
ノ
渕)

ま

で
の
所
要
時
間
は
概
ね
４
０

分
で
あ
っ
た
。 

 

宮
ノ
渕
で
は
数
十
匹
の
イ

ワ
ナ
が
流
れ
の
中
で
、
ゆ
っ
く

り
群
遊
し
て
い
た
。 

 

陽
光
は
水
中
に
よ
く
透
過

し
ク
リ
ア
で
偏
光
グ
ラ
ス
を

通
し
て
川
底
が
手
に
取
る
様

に
見
え
る
。 

 

こ
こ
か
し
こ
で
「
ウ
ァ
ー
」

「
オ
ー
」「
キ
レ
イ
」「
オ
オ
キ

レ
イ
」・
・
・
・
・ 

様
々
な
感
嘆
の
声
を
上
げ
て

い
た
。 

 

一
息
し
て
、
目
を
転
じ
る

と
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
の
空
に
早

や
銀
嶺
を
輝
か
せ
て
駒
ケ
岳

が
見
え
る
。 

 

さ
ら
に
兎
岳
か
ら
丹
後
山

へ
つ
づ
く
山
並
み
が
遠
望
で

き
た
。 

 

あ
の
山
並
み
の
向
こ
う
は

太
平
洋
へ
向
か
っ
て
南
流
す

る
大
河
、
利
根
川
の
源
流
域

で
あ
る
。 

一
方
、
奥
只
見
水
系
は
峡

谷
の
水
を
集
め
て
北
流
し
、

阿
賀
野
川
と
な
り
日
本
海
に

流
れ
出
す
。 

日
本
を
代
表
す
る
河
川
の

分
水
領
で
あ
る
。 

 

宮
ノ
渕
か
ら
上
流
の
北
ノ

岐
川
に
は
一
本
の
道
も
な
く 

手
つ
か
ず
の
深
い
ブ
ナ
、
ミ

ズ
ナ
ラ
を
代
表
と
す
る
森
林

帯
で
あ
り
、
ま
さ
に
イ
ワ
ナ

は
「
森
の
魚
」
で
あ
る
。 

 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
あ
と
北
ノ
岐
川
下
流

に
移
動
し
、
イ
ワ
ナ
の
稚
魚

８
０
０
匹
を
皆
の
手
で
放
流

し
た
。
今
年
の
イ
ワ
ナ
は
元

気
者
、
参
加
者
か
ら
の
歓
声

が
上
が
る
。 

 
 

 

３
年
後
、
産
卵
の
た
め
に

遡
上
し
て
く
る
の
は
何
％

で
あ
ろ
う
か
、
で
き
る
だ
け

多
く
貴
重
な
命
を
繋
ぐ
立

派
な
成
魚
に
な
っ
て
欲
し

い
も
の
で
あ
る
。 

 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
と
稚
魚
放
流
を
軸
と

し
て
、
自
然
の
中
に
身
を
置

く
喜
び
と
エ
コ
サ
イ
ク
ル

の
環
を
繋
ぐ
さ
さ
や
か
な

手
助
け
を
実
感
で
き
た
一

日
と
な
っ
た
。 

  

奥
只
見
の
魚
を
救
え
！ 

 

「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
駆
除
大
会
Ｉ
Ｎ
奥
只
見
」 

 

平
成
二
十
一
年 

七
月
二
十
二
日 

 

魚
沼
漁
協
・
内
水
面
漁
業
連
合
会 

主
催 

 

奥
只
見
の
魚
を
育
て
る
会
後
援 

 

総
勢
四
十
五
名
参
加 

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
捕
獲
数
二
十
九
匹 

  

梅
雨
晴
れ
の
中
、
総
勢
四

十
五
名
、
駆
除
船
十
七
隻
に

分
乗
し
、
中
ノ
岐
沢
、
片
貝

沢
、
仕
入
沢
、
南
沢
等
の
各

ポ
イ
ン
ト
に
向
か
い
、
刺
網

と
投
網
を
使
っ
て
駆
除
を

行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
駆
除
で
捕
獲
さ

れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
２

９
匹
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
数
を
み
る
と
、
そ
ん

な
に
多
く
生
息
し
て
い
な

よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
な
か

な
か
捕
れ
な
い
だ
け
で
銀

山
湖
に
順
応
し
た
個
体
が

増
え
続
け
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

過
去
５
年
の
捕
獲
実
績 

 
 
 
 
 
 

 

平
成
１
７
年 

１
５
０
匹 

平
成
１
８
年 

９
７
匹 

平
成
１
９
年 

９
２
匹 

平
成
２
０
年 

２
匹 

平
成
２
１
年 

２
９
匹 

捕
獲
総
数
３
７
０
匹 

  

昨
今
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

の
話
題
は
新
聞
紙
上
等
に

お
い
て
沈
静
化
し
て
い
ま

す
が
、
全
国
的
に
は
今
も

広
く
分
布
を
続
け
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
県
内
の
河
川
に 

お
い
て
、
害
魚
と
し
て
さ
ら

に
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
い
コ

グ
チ
バ
ス
（
ス
モ
ー
ル
マ
ウ

ス
）
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

今
や
こ
れ
ら
外
来
魚
に

よ
っ
て
日
本
の
内
水
面
の

生
態
系
が
大
き
な
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が

会
も
地
道
に
駆
除
活
動
を

行
い
、
ま
た
違
法
放
流
に
つ

い
て
も
監
視
の
目
を
光
ら

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  
 
 
 

担
当 

小
林
将
志 

 

「ウォー！」「いたいた！」・・・・・「スゴイ！」 

来年もまた会いましょう 

 

「イワナよ大きくなぁ～れ!!」 

 

捕獲されたブラックバス 

 

各持ち場へと出船 

 

しゅ 

宮ノ渕の大イワナたち 



 
  

 
 

渓
流
魚
の
聖
域
北
ノ
岐
川
支
流
に 

 

人
工
孵
化
床
作
成
と
イ
ワ
ナ
の
発
眼
卵
放
流
実
施 

 

平
成
二
十
一 
十
二
月
一
日 

 

六
十
箇
所
に
発
眼
卵
二
万
八
千
粒 

 

 

 

 

 

晩
秋
の
奥
只
見
、
手
に
手
に

ス
コ
ッ
プ
、
フ
ル
イ
、
バ
ケ
ツ
、

ジ
ョ
レ
ン
、
極
太
の
塩
ビ
管
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等
を
持
ち

北
ノ
岐
川
監
視
小
屋
前
に
総
勢

十
五
名
の
男
達
が
集
っ
た
。 

 
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

は
イ
ワ
ナ
の
発
眼
卵
二
万
八
千

粒
が
入
っ
て
い
る
。 

 

近
年
、
悪
化
し
続
け
る
渓
流

魚
の
生
息
環
境
と
ル
ー
ル
無
視

の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
の
た
め
奥
只
見
の
イ
ワ
ナ
は

尐
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
こ

の
対
策
は
会
の
主
要
テ
ー
マ
の

一
つ
で
あ
っ
た
。 

 

今
回
、
自
然
繁
殖
に
よ
り
近

い
適
応
力
に
優
れ
た
イ
ワ
ナ
の

増
殖
を
目
的
と
し
て
、
支
流
に

人
工
孵
化
床
を
作
り
そ
こ
に
発

眼
卵
放
流
を
行
っ
た
。 

 

こ
の
試
み
は
全
員
初
め
て
の

体
験
で
あ
り
、
孵
化
場
所
の
選

定
か
ら
手
順
、
方
法
に
つ
い
て

新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場
、 

 

専
門
研
究
員
の
井
熊
孝
男
氏

よ
り
指
導
を
戴
き
実
施
し

た
。 

 

駒
ケ
岳
直
下
、
最
奥
の
支

流
に
は
稚
魚
の
餌
と
隠
れ
場

が
十
分
に
あ
り
、
順
調
な
ら

ば
厳
冬
の
二
月
初
旬
、
孵
化

予
定
で
あ
る
。 

 

稚
魚
は
し
ば
ら
く
石
裏
で

冬
を
や
り
過
ご
し
、
春
に
は

孵
化
床
か
ら
出
て
く
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
活
動
は
会
の
資
金
等

を
勘
案
し
今
後
も
継
続
し
て

実
施
し
て
い
き
た
い
も
の
で

あ
る
。 

 

尚
、
発
眼
卵
の
提
供
並
び

に
人
的
応
援
等
、
新
潟
県
内

水
面
水
産
試
験
場
魚
沼
支
場

か
ら
支
援
を
戴
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
後
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
情
報
公
開
致
し
ま

す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
御
参

加
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

  

 

奥
只
見
こ
の
人 

 

星
和
夫
監
視
員 

 

北
ノ
岐
川
は
魚
沼
漁
業
協
同

組
合
の
英
断
に
よ
り
、
昭
和
五
十

六
年
全
国
初
の
保
護
水
面
に
指

定
さ
れ
、
渓
流
魚
の
種
川
と
し
て

全
面
禁
漁
と
な
り
今
年
で
早
や

三
十
二
年
と
な
る
。 

 

こ
の
間
、
密
漁
者
と
の
様
々
な

攻
防
が
あ
っ
た
。
平
成
十
一
年
よ

り
北
ノ
岐
川
の
監
視
指
導
の
任

に
あ
た
っ
て
い
る
の
が
星
和
夫

さ
ん
で
あ
る
。 

 

人
懐
こ
い
風
貌
と
気
さ
く
な

人
柄
、
話
を
し
て
い
て
楽
し
く
な

る
。 

 

 

 

愛
犬
と
と
も
に
河
川
に
目
を

配
り
、
移
動
し
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー

ル
す
る
姿
は
景
色
の
中
に
融
然

と
し
て
、
ま
さ
し
く
聖
域
の
守
り

人
で
あ
る
。
日
々
、
奥
只
見
の
渓

流
魚
保
護
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

石
抱
橋
た
も
と
の
監
視
小
屋

に
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。
山
の
こ

と
、
木
の
こ
と
、
魚
の
こ
と
色
々

聞
い
て
下
さ
い
。 

聖
域
の
守
り
人
は
又
、
奥
只
見

の
語
部
で
も
あ
る
。 

 
 
 

   

 

地
元
会
員
の 

精
神
的
支
柱 

 

大
平
昭
作
さ
ん 

逝
く 

 
 
 
 

 

  

長
年
、
奥
只
見
の
魚
を
育
て
る

会
の
活
動
に
物
心
両
面
に
渡
る
支

援
を
戴
い
て
き
た
、
大
平
昭
作
さ

ん
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
十
四

日
、
心
丌
全
の
た
め
御
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。 

 

告
別
式
に
は
生
前
親
交
の
あ
っ

た
常
見
忠
代
表
よ
り
参
列
を
戴
き

ま
し
た
。 

 

故
人
は
サ
ン
ト
リ
ー
佐
治
敬
三

氏
の
縁
者
で
あ
り
、
魚
沼
市
で
創

業
三
百
年
の
暖
簾
を
誇
る
「
緑
川

酒
造
株
式
会
社
」
の
経
営
に
長
年

あ
た
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

銘
酒
「
雪
洞
貯
蔵
・
緑
」
の
蔵

元
で
す
。 

 

生
前
、
自
ら
華
美
を
戒
め
、
泰

然
自
若
、
品
格
の
あ
る
人
で
し
た
。 

 

引
退
後
は
奥
様
と
の
散
歩
を
日

課
と
し
て
お
り
、
立
ち
話
で
の
短

い
会
話
の
中
に
会
に
対
す
る
愛
情

を
い
つ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

本
当
に
か
け
が
え
の
な
い
人
が

逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

つ
つ
し
ん
で
故
人
の
御
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

12 月なのに雪が無いのはめずらしい 

 

 

発眼卵 

 

                   

二
十
一
年
度
の 

活
動
報
告 

開高健 生誕 80 年記念 

魚沼市 開高健展 開催 

平成 22 年 5 月 29 日（土）～6 月 13 日（日） 

AM 10：00～PM 5：00 

入場料： 500 円 

会場： 魚沼市地域振興センター2F 

TEL 025-792-7300 

記念講演 

「開高健が愛した奥只見湖と食と酒」 

元サントリー株式会社 広報部長 吉澤一成氏 

6 月 5 日(土) PM 2：00～ 同会場にて 

 
  

 

◎
総
会
開
催 

三
月
六
日 

 

魚
沼
市
青
島
集
落
セ
ン
タ 

◎
イ
ベ
ン
ト 

 

① 

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
駆
除

大
会
Ｉ
Ｎ
奥
只
見 

 
 

七
月
二
十
二
日 

 
 

参
加
者 

四
十
五
名 

 

② 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
と
イ
ワ
ナ
稚
魚

放
流 

 
 

十
月
十
八
日 

 
 

参
加
者 

三
十
八
名 

③ 

イ
ワ
ナ
の
発
眼
卵
放

流 

 
 

十
二
月
一
日 

 
 

参
加
者 

十
五
名 

◎
会
報
の
発
行 

 

平
成
二
十
二
年 

四
月 

 

５
０
０
部 

 

六
月
十
三
日 

魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

 

編
集
後
記 

  

奥
只
見
の
魚
を
育
て
る
会

早
創
期
、
文
豪
開
高
健
氏
を

中
心
に
多
士
済
々
が
集
ま
り

熱
気
が
あ
っ
た
。
後
年
、
奥

只
見
・
大
鳥
増
設
工
事
期
は

知
力
、
行
動
力
の
あ
る
人
々

の
活
動
が
あ
っ
た
。 

 

時
移
り
去
り
し
今
。 

奥
只
見
が
渓
流
魚
の
聖
地
と

な
る
日
を
悠
々
展
望
し
て
、

地
道
な
活
動
を
積
み
重
ね
て

行
く
事
が
大
切
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
亀
は
歩
く
こ
と
を

や
め
な
い
。
の
ろ
く
て
も
一

歩
一
歩
前
に
。 

 
 

  

中
澤 


